
栄
の
工
業
流
通
団
地
の
造

成
事
業
に
合
わ
せ
た
国
道

８
号
線
の
単
線
区
間
の
解

消
の
見
通
し
に
つ
い
て

　

平
成
15
年
に
土
場
地
内
か
ら
須
頃
石

上
大
橋
交
差
点
間
４
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
４

車
線
化
が
完
了
し
、
渋
滞
は
劇
的
に
改
善

さ
れ
た
。
栄
地
域
の
単
線
区
間
５
・
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
複
線
化
の
計
画
と
見
通
し
は

ど
う
か
。
団
地
の
分
譲
開
始
に
合
わ
せ
た

早
期
の
４
車
線
化
に
向
け
た
具
体
的
な
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

　

猪
子
場
新
田
地
内
、
一
ツ
屋
敷
新
田

地
内
で
４
車
線
化
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
国
の
予
算
の
関
係
か
ら
完
成
年
度
を

示
す
の
は
難
し
い
。
工
業
流
通
団
地
の
分

譲
開
始
ま
で
の
完
成
と
残
る
区
間
の
事
業

着
手
を
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
要
望
し

て
行
き
た
い
。

高
齢
者
福
祉
の
在
り
方
と

在
宅
介
護
の
行
方
に
つ
い
て

　

当
市
の
高
齢
化
の
動
向
に
つ
い
て
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。

　

高
齢
者
人
口
、
要
介
護
認
定
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
平
成
29
年
度
に
実

施
し
た
高
齢
者
実
態
調
査
で
も
６
割
を
超

え
る
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
た

い
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な

介
護
施
設
の
整
備
に
合
わ
せ
、
在
宅
で
療

養
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
医
療
、
介
護
、
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
す
る

体
制
が
急
務
と
捉
え
て
い
る
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に

係
る
具
体
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
総
合
推
進
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
一
層
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
る
。
医
師
会
職
員
と
市
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
業
務
を
進
め
る
こ
と
や
、
歯
科
医

師
会
、
薬
剤
師
会
な
ど
に
よ
る
総
合
窓
口

を
設
置
し
、
在
宅
医
療
、
介
護
の
連
携
を

推
進
す
る
た
め
の
多
職
種
連
携
体
制
の
推

進
、
認
知
症
の
方
へ
の
支
援
体
制
の
整
備
、

介
護
を
補
完
す
る
新
た
な
生
活
支
援
の
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
転
車
保
険
加
入
の
推
進

に
つ
い
て

　

自
転
車
保
険
加
入
の
義
務
化
や
努
力

義
務
の
促
進
を
求
め
る
条
例
を
策
定
し
た

自
治
体
の
広
が
り
が
あ
る
が
、
ど
う
認
識

し
て
い
る
か
。

　

保
険
へ
の
加
入
は
大
切
と
考
え
る
。

交
通
安
全
教
室
を
引
き
続
き
行
い
、
通
勤
・

通
学
の
時
間
帯
に
街
頭
指
導
な
ど
で
交
通

安
全
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

大
型
公
共
工
事
め
じ
ろ
押

し
の
中
で
、ど
の
段
階
で
一

定
の
め
ど
が
立
っ
た
と
判

断
す
る
の
か
に
つ
い
て

　

三
条
技
能
創
造
大
学
、
三
条
看
護
・

医
療
・
歯
科
衛
生
専
門
学
校
、
帯
織
住
宅

団
地
「
帯
織
街
苑
」、
栄
の
工
業
流
通
団
地
、

三
条
市
体
育
文
化
会
館
お
よ
び
旧
三
条
小

学
校
跡
地
の
図
書
館
等
複
合
施
設
は
い
ず

れ
も
め
ど
が
立
っ
て
お
り
、
市
長
の
新
た

な
政
策
的
決
断
を
必
要
と
す
る
事
業
は
見

当
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

一
定
の
め
ど
に
つ
い
て
は
総
合
的
、

総
体
的
に
判
断
す
る
。

前
市
長
か
ら
國
定
市
長
へ
の

自
宅
贈
与
の
疑
惑
に
つ
い
て

　

一
般
市
民
か
ら
１
０
０
０
万
円
も
の

価
値
が
あ
る
土
地
、
建
物
を
市
長
が
た
だ

で
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
通
常
考
え
ら
れ

な
い
。
何
が
あ
っ
た
の
か
。

　

地
方
自
治
法
で
議
員
は
他
人
の
私
生

活
に
触
れ
る
言
論
を
し
て
は
な
ら
な
い
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。
私
自
身
、
不
正
不
法

は
し
て
い
な
い
。

市
長
の
辞
任
時
期
に
つ
い
て

　

市
長
を
い
つ
辞
め
ら
れ
る
の
か
。

　

国
政
に
関
し
て
は
正
式
に
決
ま
っ
た

も
の
で
は
な
く
三
条
市
長
と
し
て
申
し
上

げ
る
こ
と
は
な
い
。
市
長
で
い
る
限
り
全

力
で
市
政
の
運
営
に
当
た
っ
て
い
く
。

三条市地域包括ケア総合推進センター

保
育
士
の
確
保

　

待
機
児
童
の
状
況
と
解
消
す
る
た
め

に
加
配
す
る
保
育
士
の
確
保
は
で
き
た
の

か
。　

加
配
保
育
士
を
確
保
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
原
因
で
10
月
１
日
時
点
で
６
人
発

生
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

保
育
士
確
保
の
方
策
は
考
え
て
い
る

の
か
。

　

短
時
間
勤
務
な
ど
の
弾
力
的
な
雇
用

に
取
り
組
む
。

人
口
減
少
が
財
政
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て

　

総
務
省
国
勢
調
査
お
よ
び
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
と
、
三

条
市
の
人
口
は
今
後
10
年
間
で
１
万
人
減

少
し
、
２
０
４
０
年
で
は
７
万
６
４
１
３

人
と
い
う
数
字
が
出
て
い
る
。
こ
の
予
想

通
り
に
な
っ
た
と
き
の
財
政
状
態
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ

の
状
態
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い

る
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
国
も
人
口
減
少
社
会
の
進

行
を
踏
ま
え
、
社
会
保
障
の
見
直
し
を
は

じ
め
、
税
制
改
正
な
ど
の
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

毎
年
度
の
よ
う
に
財
政
運
営
に
影
響
を

及
ぼ
す
制
度
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
捉
え
て
も
、
30
年
先
の
想
定
は
あ
ま
り

に
も
不
確
実
な
の
で
、
こ
の
場
で
不
確
実

性
の
高
い
も
の
に
言
及
す
る
こ
と
は
適
切

で
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

　

三
条
市
と
し
て
は
、
総
合
計
画
の
策
定

に
合
わ
せ
て
、
あ
る
程
度
の
期
間
の
財
政

見
通
し
を
立
て
た
中
で
、
毎
年
度
の
予
算

編
成
時
に
は
新
た
に
取
り
組
む
事
業
や
国

の
制
度
改
正
な
ど
を
織
り
込
ん
だ
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
て
い
る
。

　

見
込
み
可
能
な
10
年
程
度
の
予
測
を
行

い
、
財
政
負
担
や
財
政
状
況
を
把
握
し
財

政
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、
決
算
時
点
に

お
い
て
決
算
を
踏
ま
え
た
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
、
財
政
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
改
め
て
検

証
し
て
い
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
推
進
事
業
に
つ
い
て

　

三
条
市
は
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
コ

ソ
ボ
共
和
国
を
応
援
し
て
お
り
、
柔
道
チ
ー

ム
の
世
界
選
手
権
事
前
合
宿
の
サ
ポ
ー
ト

を
通
じ
、
市
民
の
応
援
す
る
気
運
を
醸
成

す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
事
業
展
開
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　

こ
れ
か
ら
約
１
年
コ
ソ
ボ
共
和
国
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
大
使
館
職
員
の

講
演
や
コ
ソ
ボ
料
理
の
紹
介
な
ど
の
交
流

事
業
を
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
実
行
委
員
会
と
検

討
す
る
。

さ
ん
じ
ょ
う
一
番
星

育
成
事
業
に
つ
い
て

　

さ
ん
じ
ょ
う
学
び
の
マ
ル
シ
ェ
、
ス

ポ
ー
ツ
の
一
番
星
育
成
事
業
お
よ
び
文
化
・

芸
術
の
一
番
星
育
成
事
業
に
つ
い
て
、
今

年
度
の
状
況
と
今
後
の
展
開
は
ど
う
か
。

　

日
曜
マ
ル
シ
ェ
は
定
員
１
０
０
人
に

１
０
６
人
、
土
曜
マ
ル
シ
ェ
は
定
員

３
０
０
人
に
１
７
２
人
の
応
募
が
あ
り
、

今
後
土
曜
マ
ル
シ
ェ
を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
を
行

う
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
個
人
と
団
体
を
合
わ

せ
て
29
件
の
申
請
が
あ
り
、
補
助
要
件
に

該
当
す
る
26
件
に
交
付
す
る
。
文
化
・
芸

術
の
補
助
事
業
は
、
応
募
20
人
に
対
し
て

14
人
、
ピ
ア
ノ
教
室
は
応
募
６
人
に
対
し

て
４
人
、
デ
ッ
サ
ン
教
室
は
応
募
13
人
に

対
し
13
人
、
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
教
室
は
応

募
９
人
に
対
し
９
人
を
決
定
し
た
。

消
防
ポ
ン
プ
車
等
の
中
古

車
両
購
入
に
つ
い
て

　

車
両
の
入
れ
替
え
の
際
、
中
古
車
両

で
の
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

完
全
な
機
能
を
有
し
た
新
規
車
両
で

お
願
い
し
た
い
。

県
央
基
幹
病
院
設
置
に

係
る
道
路
等
環
境
整
備

の
要
望
と
今
後
の
方
針

に
つ
い
て

　

県
央
５
市
町
村
長
と
と
も
に
国
道

４
０
３
号
三
条
北
バ
イ
パ
ス
の
促
進
や
石

上
大
橋
下
流
橋
の
建
設
な
ど
、
病
院
開
設

に
合
わ
せ
た
ア
ク
セ
ス
道
路
等
の
整
備
促

進
を
県
に
要
望
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
後
の
方
針
と
三
条
市
独
自
の
取
り
組
み

は
あ
る
の
か
。

　

国
道
４
０
３
号
三
条
北
バ
イ
パ
ス
や

石
上
大
橋
下
流
橋
の
事
業
促
進
な
ど
の
要

望
は
、
期
成
同
盟
会
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
通
じ
て
国
や
県
に
要
望
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
市
単
独
で
行
う
よ
り
関
係
市

町
村
と
の
連
携
に
よ
る
活
動
が
よ
り
高
い

効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

コソボ共和国柔道選手
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